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I主要変更点

4—1 サスペンション

，ストラット関連部品の削減及び統合化により新スラストベアリング（樹脂製一体型）を新製した。
4-2 ステアリング

，ステアリングシャフトのユニバーサルジョイントネジ結合部形状を変更。

4 — 3 ブレーキ

，フロントブレーキ材質をセミ，メタリックよりレジン.モールド（非アスベスト）に変更。

參マスタシリンダをステップボアよりストレートボアに変更し，それに伴いファーストフイルバルブを廃止。

泰液圧制御バルブをイナーシャプロポーショニングバルブ（ 0バルブ）よ.りマスタシリンダ内蔵のプロポーシ 
ョニングバルブに変更。

籲リヤブレーキのオートアジャスタ機構をワンショットタイプに変更。

馨リザーブタンクはメーカ標準品のものを採用。（従来はサンバー専用品）‘

，市場要望により赤帽車に格納式ハンドブレーキレバーを新規採用。
4—4 タイヤ没ホイール

鲁トラック31)又車はラジアルタイヤ化（1451112 —6？丑1/0し，2界〇-!)ヒ3サンサンルーフ車のタイヤ 

サイズを15531112 — 6？尺し丁にアップした。

，標準装着タイヤ仕様変更に伴い，スペアタイヤを変更。
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概要
フロントストラット公コイルスプリング

く変更内容〉
，ストラツト関連部品の削減及び統合化を図かり樹脂製一体型の新スラストべアリングを新製した

〈変更後〉

ストラツトマウント

ストラット00，し

〈変更前〉

ストラツトマウント

ベアリングスペーサ(アッパ)

フツシュ

ストラツトベアリンク
—体型スラスト 
ベアリング

ベアリングスペーサ
(ロア)

オイルシール

ストラツト00，し

変更部品一覧と互換性，

部品名称

ストラツト001^[^し

新旧互換性

ストラツトマウント

ツ シ ユ

ベアリングスペーサ 
—(ロア）

スラストベアリング

ベアリングスペーサ 
-(アッパ）

オイノレシ ル

〇

旧のベアリング.スペーサー 

(アツパ）を使用すること。

⑥ 〇 令 @

旧のベアリング‘スペーサー 

(アツパ）を使用する。

旧のベアリング.スペーサー 

(アツパ）を使用する。

㊣
斗 〇

整備要領
フロントストラツ

〈組立て〉 下記以外は変更なし

コイルスプリングコンブレッサを用いて，逆手順で

組立てる。

拳新スラストベアリング組み込み時は 

下図の個所の内面全周にグリース「サンライト2

号相当 8を均一に塗布のこと

サンライト2号塗布
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4-2 ステアリング

概要

〈変更内容〉
鲁 ステアリングシャフトのユニバーサルジョイントねじ結合部形状を変更した。（折返し加工を廃止)

〈変更後〉

八一八， 8 — 8

〈変更前〉

八一八， 8 — 8
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ステアリングー概要

# 新ユニバーサルジョイント採用による変更部品一覧（部品の互換性はなし）

|\1〇.
項目 変更 後 変 更 備 考
名称 ユニバーサルジヨイント八33 丫 ユニバーサルジョイント八83丫

イ1^

① 内容

ヨークの折り返し廃止 
(八印は欠歯の位置）

八
ノ\

(八印は欠齒の位置)

名称 コラム八3 5 丫 コラム8丫

② 内容

口 0

1 ヨ
0

欠谷2力所 
(八印は欠谷の位置)

ハ0

—隹一 1—0^ -- - 3-
0

欠谷1力所 
(八印は欠谷の位置)

名称

③ 内容

ステアリングギヤボックス3 丫 ステアリングギヤボックス八3 3 丫

イ〇

(八印は欠谷の位置)

V コンスタント 

ギヤレシオ 

タイプ

(0011)

(八印は欠谷の位置）

④

名称 ステアリングギヤボックス六33丫 ステアリングギヤボックス八3 3 V

内容

イレ

(八印は欠谷の位置）

V バリアブル 

ギヤレシオ

夕 プ

(ン⑽）

(八印は欠谷の位置)

名称 トルクロッド トルクロッド

⑤ 内容 上記③，④項に同じ 上記③，④項に同じ

4-4



ステアリングー構造.作動

國構造，作動

ユニバーサルジョイントとコラム八8 5 V，ギヤボックス八3 3 Vの嚙合について（ユニバーサルジョイント変 

更による）

①シャフト（コラム，トルクロッド）の欠谷とユニバーサルジョイントの欠歯

②セレーシヨン嚙合

変更部品一覧表の中のパ印は上図の欠谷（歯）となる。

それぞれのシャフトとユニバーサルジョイントは同じ名称（イ，口....... ）同志の欠谷（歯）で嵌合させる。

これを守らない場合，以下の不具合が生じる。

3.組み付かない。

ヒ組み付いても，ピンチボルトが挿入出来ない。

なお，新旧の互換性はありませんので注意して下さい。

4-5



ステアリングートラブルシューティング

ラブルシューティング（補足分のみ)

電動パワーステアリング
’91.9発行電子制御トラブルシューティングマニアル参照

次の条件の時にメータ内のフヱールランプが点灯することがあるが異常ではないので，下記の手順で確認する

く条 件〉

トラブルコード21(1)エンジン始動直後（5分間）に車両が静止状態でエンジン回転数を400011)111以上，20秒

間以上続けた時。

(2)暖機後（5分以上）に⑴と同様に車両が静止状態でエンジン回転数を250011)1X1以上，

20秒間以上続けた時 〇

トラブルコード24 (3)雪道などの低"路で後輪をロックさせた時（0.14秒間で車速変化が20—/11以上)

以上の場合，フェールランプが点灯することがあり，もし点灯した場合は

^:一度エンジンを切ってから再始動を行う。

わ：車両を走り出させ，スピードメータを動かす。

を行ってランプの消灯を確認すること。また，五01；内のメモリにコードが記憶されているのでメモリクリア 

を行う。

9

#

なお，警告灯，点灯時はパワーステアリングが切れた（アシストしていない）状態であり，舵力はマニアル 

ステアリングの時と同じになる。

上記以外の時に点灯した場合はシステムに異常があると思われるので電子制御装置トラブルシューティング 

マニアルにそって対処すること。

(’91，9発行？7281八卩. 5 —7參照)
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ステアリングー構成部品

構成部品
ステアリングシャフ

単位：收-⑺

I. フロアカバー 

ユニバーサルジョイント

スナップリング 

ストッパ

スプリングワッシャ 

ベアリング

7. コラム0？

8. ユニバーサルジョイントカバ， 

アッパーコラムカバー

10. ロアコラムカバー

II. ホーンブラシ
12. キーシリンダカノく一

13. ステアリングシャフト

14. マルチユースレバー（ライト〉 

マルチユースレバー（ワイパ）
16.ステアリングホイール

丁 3.5土0.5
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ステアリングーステアリングシャフト，タイロッド

整備要領 ⑴ステアリングシャフ

取外し

取外し手順の⑴〜⑻までは変更なし。

(’90.3発行の整備解説書07272ムを参照のこと）

(9)ユニパーサルジョ

卜を外す。

卜八3 3V下側の取付ボル

取付ボルト

^12,4~〇；2^111

⑽車体側ブラケットに取付けてあるコラム入33V 
の取付ボルトを外す。

(2)タイロッド

分解，点検#組立て

(參考)
取外し，分解-点検については変更なし。

(’90.3発行の整備解説書67272厶を参照のこと）

く組立て〉
(1) タイロッドにタイロッドエンドのロックナットを 

はめる。

(2) タイロッドエンドのインナ側，アウタ側を間違え 

ない様にして，タイロッドエンドを組付け，ロック 

ナットで仮止めしておく。

，タイロッドはスパナ掛けの有る方がアウタ側であ

る 〇

參

籲

それぞれのタイロッドエンドロックナットの後端 

面の距離が345.6111111になる様にしておく。

八，8はそれぞれ均一になる様にする。
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4 一 3 ブレーキ

圓概要

〈変更内容〉

1，部品共用化により下記変更を行なった。

(1) フロントブレーキ材質：セミ，メタリック（非アスペスト）よりレジン.モールド（非アスベスト）に変更し，

性能向上を図った。

(2) マスタシリンダ：ステップボアよりストレートボアに变更し，それに伴いファーストフィルバルブを

廃止した。（全車共）

(3) 液圧制御パ、ルブ：イナーシャプロポーシヨニングバルブ（0バルブ）よりマスタシリンダにスクリュイ

ンタイプのプロポーシヨニングバルブ（卩バルブ）に変更した。

(4) リヤブレーキオートアジャスタ機構：インクリメントタイプよりワンシヨットタイプに変更，取付ボルト

サイズも!\110化した。

(5) リザーブタンク：サンバ専用品（フルモイスチャ構造有り）からメーカ標準品のキャップ（フルモイ

スチャ無し）を採用した。

2.市場要望により赤帽車に格納式ハンドブレーキレバーを新規採用した。（赤帽全車）
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ブレーキー仕様

仕様

主要諸元
(参考）フロントブレーキ材質変更，卩バルブ採用

フ
〇

ン
卜

讎 す

レ
1

キ

型 式 サポートレス，ベンチレ'—ァッドァ'、イスクブレーキ

ディスク有効径（⑺⑺） 184

ディスク厚さX外径（⑺⑴） 18 X 221

ホイールシリンタ内径（⑴⑺） 51

パッ ド材質 レジン.モールド（非アスベスト）

パッ ド寸法,、

^ ^ ，一 广ふ(⑺⑺)長さX幅X厚さ 92 X 36 X 9

ブレーキ調整法 自動調整

丨リ
ヤ

ブ
レ

1
キ

型 式 リーデイング.トレーリング，ドラムブレーキ

ドラム内径（01⑺） 180

ホイールシリンダ内径（⑺⑴） 15.87 (19.05”

ライニング材質 レジン.モールド（非アスベスト）

ライニング寸法 
長さX幅X厚さ 172.7 X 30 X 4.4

ブレーキ調整法 自動調整

パーキング
ブレーキ

型 式 機械式後二輪制動

マスタ

シリンダ

型 式 ファーストフイル付タンデム

シリンダ内径（⑺⑺） 19.05

リザーバタンク型式 セミ，モイスチャーシール付

リザーバタンク容量（〇〇 ) 123

フレーキ
ブースタ

型 式 真空倍力式

倍率（踏力22咜時） 2.9

有 効 径（⑺⑴） 152.4

制動力制御装置 プロポーシヨニングバルブ（卩バルブ）氺

ブレーキ液（標準仕様） スバルブレーキフルード8 (00丁3)

^ :サンサンルーフ付車（除フルタイム4^0)，30又一0車
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ブレーキー構造.作動

フロントブレーキ

ファストフイルバルブ

公

ば

圓構造^作動
フロントディスクブレーキ

性能向上のためフロントブレーキ材質をレジン.モールドに変更。（全車)

パッド材質変更

ソガ/ノ/ノノ乂

222222^^77777^7,

マスタシリンダ

參 フロントブレーキの性能向上によりマスタシリンダをストレートボアに変更。（全車）
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ブレーキー構造.作動

-------- ブロポーシヨニングバルブ-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

フロントブレーキの性能向上並びに部品共用化によりイナーシャプロポーショニングバルブからマスタシリン 

ダ内蔵式のプロポーショニングバルブを採用した。

く変更後〉 （マスタシリンダにスクリュインタイプのプロポーショニングバルブ）

く変更前〉 （イナーシャプロポーショニングバルブ)

リヤホイールシリンダへ マスタシリンダより

プラグ

0ボール部
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ブレーキー構造^作動

リヤブレーキ

離 部品共用化のためオートアジャスタ構造をインクリメントタイプからワンショットタイプに変更し，取付ボルト 

も!V110化した。（全車）

〈変更後〉 〈変更前〉

オートアジヤスタ変更

ボルトサイズ変更

くワンショットタイプのオートアジャスタ機構〉

(1)作動原理

ライニングの摩耗が進み，レバークリアランスを越えるシューの動きがあると，アジャスタレバーはシュー 

の角窓によりストラットに対し，レバーピンを中心に回転させられ，次の歯を拾い摩耗を補正する。ライニング

の摩耗が進むにつれて回転量が増大し，摩耗に対して追従してシ

いる〇

ユ クリアランスを適性値に保つようになって
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ブレーキー構造.作動

く構成部品

リーデイングシュー

オートアジヤスタ

トレーリングシユI

籲 オートアジャスタ機構,

編鱷

^2

響 望
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ブレーキー構造.作動
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ブレーキー構造.作動

--------格納式/、〆^「ノレーキレ/く--------------------------------------------------------------------------------------------------------------

⑴装置の説明
赤帽車で仮眠時ハンドブレーキレバーを引いた状態ではレバーがシートから大きく突出ているので横になれな 

い。これを解決するため，ハンドブレーキが効いた状態のままレバーを格納できるようにした。

⑵構造.作動 
，通常操作

レバー本体はラチェットプレートに;6点で結合さ 

れており，ラチェットプレートは八点とロック爪 

により車体取り付けプレートに固定されているの 

で，現行のレバーと全く変わらない操作が可能で 

ある0

，格納時
レバーを引いた状態で，レバー下のロック解除ボタ 

ンを押すとラチェットプレートからロック爪が外れ 

たまま保持されるので，レバーを下に押し下げるこ 

とにより，ラチェットプレート及び，レバー本体が 

八点中心に回転し，ブレーキがかかったまま所定位 

置まで格納可能となる。

新（赤帽全車)

フルストローク操作時

ラチエツトフレート

ロック爪

ロック解除ボタン

車体取付プレート
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ブレーキー構造，作動

⑶操作要領 

1，駐車制動時 3. ロック解除
9 レバーを引くとケーブルが引張られる

駐車制動時に 

レバーを格納 
する場合

回転中心

心八

V
駐車制動解除時

鲁 プッシュボタンを押しながらレバーを 

戻すとケーブルがゆるむ。

〇

回転中心

〇

修 レバーを引いた状態でロック解除ボタンを 

押すと，ロック爪がラチット及びフックか

ら外れ，ロックを解除する 〇

ロック爪が外れる

〇 〇

4.レバー格納時
参 レバーを押し下げるとラチットはレバーと 

一体となって回転する。

ケーブルはレバーを引いた時と同等の状態 

で保持される。

~回転中心
5. ロック

#レバーを引くとラチットがロック爪と嚙合

つ て，フックに引掛り⑴の状態に戻る。

回転中心
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ブレーキー構造，作動

構 造〉

ホールドスプリング

ロック爪

車体取付けプレート

V

(4)安全性への配慮
參ロック機構が設けてあるので，通常の操作では不意にレバーが格納されることがない。

また，レバーを格納させる場合はロック解除ボタンの操作が必要であり，ロック解除ボタンを操作しない限り 
レバーが作動する'ことはない。

參レバー格納状態では，通常の操作でレバーを引いたときと同様にブレーキ警告灯が点灯する方式を採用してい

るので視認できる。
#レバ'一付根のコンソールボックス面にコーシヨンラベルを貼付し，取扱いについての注意を促すようにしてい 

る。

，レバー格納時には，格納前と同等の制動力が得られるよう，ケーブルがゆるまない機構を採用している。
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ブレーキー車上点検

國車上点検

〈ブレーキフルードレベルの点検〉

(1)メータパネル右側のカバーを取って，リザーバタ 

ンクのブレーキフルード上面が「馗11^」レベルから 

「撾八又！レベルの間にあるかを点検する。

隨

(2)ブレーキフルード上面がレベル以下の時 

にはブレーキフルードを補給する。

くエア抜き作業〉

(1) 作業は二人一組で行い，一方の作業者がブレーキ 

ペダルを数回，ゆっくり踏込み，踏込んだまま保持 

する。

(2) もう一方の作業者は，ブレーキキャリパのブリー 

ダースクリユを弛めてブレーキフルードを抜く。そ

してフルードの流れが止まる直前にブリーダースク

リュを締める 〇

フロント ヤ

ブリーダスクリュ

ブリーダスクリュ

⑶（1)，（2)の作業を数回くり返し，フルード内の気泡 

がなくなるまで行う。

く順序〉

① ③

4一 19



ブレーキー準備品，整備要領.マスタシリンダ

醒準備品

ェ 具 スナップリングプライヤ スナップリング取付け，取外し

計 器

ダイヤルゲージ ディスタロータ振れ測定

マイクロ メータ ディスクロータ厚さ測定

ノギス ブレーキパッド，ブレーキシューのライニング厚さ測定

油脂，その他
ダウコーニング社製モリコート!\177 ディスクブレーキ摺動部 ，

日石ブレーキグリース ドラムブレーキ摺動部

国整備要領 ⑴マスタシリンダ 
--------- 構成部品--------------------------------

1.0〜1.6咕⑺

マスタシリンダ

プロポーシヨニングバルブ

ピストンストッパ

フレーキブースタ

プライマリピストン(:ド

セカンダリピストン

ピストンスプリング
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ブレーキーマスタシリンダ

取外し，分解

く取外し〉

(1)フロント及びリアブレーキ八33丫のブリーダース 

クリユよりブレーキフルードを抜き取る。

注記

^エア抜きの作業手順で，ビニールホース内のフル 

ードがなくなるまで，ペダルを踏み続ける。

(2)ステアリングコラム八33丫とシャフトを取外す。 

(4 一 2ステアリング、、ステアリングシャフト〃を 

参照）

(3)マスタシリンダからブレーキパイプ及びホースを

取外す
ノレーキホース

(4)ブレーキブースタよりマスタシリンダを取外す。

〈分解〉

，分解前にボデーに付着している油脂類や泥汚れな 

どを取除く。

⑴ピストンを押しながら，セカンダリストッパを取

出す。

(2)シリンダボデー内よりプライマリ及びセカンダリ 

ピストン〇〇^^しを取外す。

く參考〉
ピストンが抜きにくい場合はセカンダリ側のブレー 

キフルード通路穴よりエアを送り，ピストンを押出 

す。 ‘

プライマリピストン(:ド

プロポーシヨニングバルブ

ピストンストッパ

ピストンスプリング
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ブレーキーマスタシリンタ

点検#組立て，取付け

く点検〉

9点検をィ了う則に各部品をフレーキフルードで洗浄 

する。

(1) シリンダ及びピストン摺動面の損傷，偏摩耗，銷 

などの有無。

(2) リターンスプリングのへたり，変形の有無。

(3) プライマリ及びセカンダリカップ，リテーナ部の 

カップの損傷，摩耗，へたりの有無。

鲁プライマリ及びセカンダリとも，ピストン〇0~1？乙 

の分解はしないこと。

-カップに損傷の有る場合は，ピストンで 

交換すること。

く組立て〉

-ガスケット及び〇—リングは新品に交換すること。 

肇シリンダ内に泥やゴミが入らないようにすること。

⑴各部品にブレーキフルードを塗布する。

(2)シリンダボデーにセカンダリ及びプライマリピス 

トン〇01\1？しを組込む。

プライマリピストンを押して，セカンダリピスト 

ンが充分に押込まれ.た状態でビストンストッパを締 

付ける。

で0.15 — 0.3^-111

〈取付け〉

⑴取外しの逆手順で行う。

取付け部
締付トルク

(せ-⑺）

春ブレーキブースタ取付け 1.0〜1.6

^ブレーキハ。イプ取付け 1.5〜2.0

。ホース締付けバンド 0.2〜0.3

⑵リザーバタンクにブレーキフルードを入れてから 

エア抜きを行う。

鲁エア抜きを行った後，フルードの漏れがないこと

を確認する。
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(2)ブレーキブースタ

----------脱着-------------

ノレーラ----------------------ノレー十ノー スタ

く取外し〉

⑴リザー'バタンク内のフレ^—キフル' —ドを抜取る。 

⑵ブレーキパイプをマスタシリンダから取外す。

(3) ペダル人33丫を取外す。

(ぺダルをケーブルシステムを参照）

(4) オペレーテイングロッドとブレーキペダルの連結 

部のスナッピンを抜き，クレビスピンを取ってから，

連結を外す。

⑸ペダルブラケット001から真空式倍力装置を 

取外す。

^ブレーキブースタの分解点検は行わないこと。

く取付け〉

⑴取付けは，取外しの逆順序で行う。

(2)ペダルをストッパに当たるようにヨークで調整す

會ペダルは必ずストッパに当てること。又，オペレ 

ーテイングロッドは押込まないようにすること。

(3)取付け後に，エア抜きを行う。
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ブレーキーフロントブレーキ

(3)フロントディスクブレーキ

組立て

くキヤリパー〇卩の組立て〉

9 0— リング，ピストンシール，ピストンブーツ， 

ブーツリングは新品と交換すること。

(1)キヤリパボデー内部をブレーキフルードで洗浄す

る 0

(2) ピストンシールにブレーキフルードを塗布し，ピ 

ストンシールをキャリパボデーの溝に取付ける。

(3) シリンダ内面全周およびピストン外周に指定グリ 

ースを塗布する。

(4) ビストンをシリンダに挿入する。

籲 無理に押込まないこと

⑸ブーツに指定グリースを塗布し，シリンダ先端の

溝およびピストン先端の溝にブーツを組付ける 0

使用グリース
ダウコーニング社製 
モリコート黯

く参考〉
ブーツはピストン先端から組付けると作業性がよい 〇

ピストン
，ーツリング

ピストンブーツ
ピストンシール

(6)ブーツに傷をつけないように注意しながらブーツ

リングを組/[寸ける 〇

くブレーキパッドの点検〉

パッドの

厚 さ

標準値 15 111111

限度値 8丽

⑺0— リングはめ込み溝，及びスリーブ外面に指定

〇リングはめ込み溝

(8) ロックピン穴内に0— リングをはめ込んでから口 

ックビンスリーブを組付ける。

0リング

スリーブ

象

(9) アウタブーツ，インナブーツを組付ける。

(10) キャリパ001にブレーキパッドを組付ける 〇

、。ッドスライド部にグリースを塗布しておく 〇

(11)キーをさし込み，キースプリングで止めた後，力 

バーを組付ける。

カバー

キースプリング
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ブレーキーリヤドラムブレーキ

(4)リヤドラムブレーキ

構成部品

バックプレート

ホールドダウン 
ピン

ホイールシリンダ

オートアジヤスタ八33 丫

七 リーデイングシュ|

ボルト

スプリング

スプリングワッシヤ

ノヘンパシュー
スプリング

パーキングレバー

トレーリングシュ

ロアシュースプリング

ホールドダウンスプリング
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ブレーキーリヤドラムブレーキ

——取外し

(1) キャッスルナットを弛めてから車体をリフトアッ 

プし，ホイールを取外す。

(2) キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取 

外す。

鲁コッタピンは再使用不可。

，ドラムが外れない場合は，バックプレート.の作業 

孔からグロ メットを外し，下の様な㊀ドライバを 

差込み，バックプレートを支点にアジャスタレバ 

一を回転させてから取外す。

(3)ハ。ーキングブレーキレバーを元にもどして，アジ

ヤステイングスクリュでワイヤを弛める。

(4) ロアシューリターンスプリングを外す。

⑸シューダウンホールドスプリング，及びピンを外

す。

(6) シューをアンカー側から取外し，次にホイールシ 

リンダ側を取外す。

(7) トレーリングシューのパーキングレバーからパー 

キングブレーキケーブルを外す。

⑻ホイールシリンダからブレーキパイプを取外す。

，ブレーキパイプのナットはフレアナットレンチを 

使って弛めること。

⑼バックプレートを取外す。
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ブレーキーリヤドラムブレーキ

分解，点検，組立て

くブレーキシューの点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについ 

ては交換すること。

(1) ライニンダの偏摩耗，条痕などの有無。

(2) ライニング面への油脂類の付着。

⑶ライニング厚さの測定。

標準値 4.4 111111

使用限度 1.7腿

馨交換する際には，リーディング，トレーリング共， 

更に左右輪共，同時に交換すること。



:ブレーキーリヤドラムブレーキ

取付け

(1)ノ、。ー キングブレーキケーブルをパ、;/クプレートに 

セットしてから，バックプレートをハウ.ジングに取

付ける

T 0.1 土 0.71^-111 パーキングブレーキケーブル

^グリース塗布部 
日石ブレーキグリース

(白色)

(2) パーキングブレーキケーブルをトレーりング側の 

パーキングレバーに掛ける。

(3) ストラット八33丫にストラットリターンスフ。，リン 

ダをかけ，トレーリングシューに取付ける。

ストラットリターンスプリングは長いフックをス

トラット八33 丫に，短いフックをトレーリングシユ 

一穴へ，それぞれかける。

拳アジャスタレバーを回転して，ストラット八33丫

(4)ストラット八83丫のアジャスタレノく一 をリーディ

ングシ ユ の角窓に揷入する 〇

(5) リーデイング，トレーリングシューをホイールシ 

リンダ側から取付け，次にアンカ側を取付ける。

(6) シューホールドダウンスプリンダを取付ける。

(7) ロアシューリターンスプリングを付ける。

(9)ホイールを取付けた後，キャッスルナットを締付 

ける。

參 規定トルクで締付けた後，30°以内の増締めでコ

ッタピンの穴合わせをする

キャッスルナツト

1 I 20 — 〇1^2-111

(10)作業終了後，パーキングブレーキレバーの調整を

行つ
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ブ'レーキーパーキングブレーキ，プロボーシヨニングバルブ

(5)パーキングブレーキ
〇
ーキングブレーキケーブルの交換

(1) リヤコンソールボックスを取外す。

(ヽヽ5 —3，ボデー内装〃を参照）

(2) アジャステイングスクリュをいっぱいまで弛めて， 

イコライザからケーブルを外す。

イコライザ

(3) ，ホイールナットを弛めて，車体をリフトアップし， 

ホイールを取外す。

(4) キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取 

外す。

(5) ブレーキシューを取外す。

(6) ハ。—キングレバーからケーブルを外し，ノべ、ックプ 

レートの外側へ引抜く。

(7) 車体下回りのクリップからケーブルを取外す。

(8) 取付けは，取外し手順の逆である。

#

籲

取付け時には，ケーブルの取回しに気を付け，曲 

げ過ぎたり，張り過ぎたりしないこと。

取付け後には，パーキングブレーキレバーの引き 

代調整を行うこと。

プロポーシヨニングバルブ（卩バルブ）

—卩バルブの点検-------------------------------------

？バルブは，下記要領でチェックを行なう。

ステアリングコラム八33丫とシャフトを取外す。

圧力計をプライマリ側に接続する。

もう1つの圧力計をセカンダリ側の？バルブに接 

続する。

卩バルブ機能が規定範囲にあることを点検。

3 (スプリットポイント） 23〜31

〇!(フロントブレーキ液圧） 60

〇2 (リャブレーキ液圧） 34 - 40

，測定後は必ずエア抜きをイ亍うこと。
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ブレーキーブレーキホースふパイプ

(7)ブレーキホースゐパイプ

脱着

く取付け後の点検〉

難 ブレーキホースに異常なねじれ及び張過ぎがないか。

ハンドルを左右いっぱいに切った際，ホースがボデー，サスぺジション又はタイヤやホイールに接触していなV
力

く洤〉0バルブ廃止した
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4 一 4 タイヤみホイール

〔1〕タイヤ8¢ディスクホイール 矚仕様
-----------タイヤとホイールの組合わせ---------------------------------------------------------------------------- 一----------- ------------------------

ぐ変更内容〉 トラック30又車をラジアルタイヤ化（145只12 — 6？11し丁）および2襌〇 〇丨ぉサンサンルーフ

車のタイヤサイズを1553 1112 —6卩11乙丁に変更する。

\ 〜 車種

タィャ \
\ ディスクホイール \

トラック ノゞン デイアス
3501<8積車 350咭積車 200咜積車

キャブレータ 
⑽）車

30車
ャヤフレータ 
(隱）車

30車
0135

’ 〇丨35の'
サンサンル 
トフ雜〇

左言己 
以外3丁0 営農

4,
左記
以外 認郵政 左記

以外

5.00-12-職りし丁 12X4.008スチール

5.00-12-4叩リし丁(前輪）
6叩リじ(後輪） 12X4.008スチール

- 鲁

145尺 12 — 61^只し丁 12X4.008スチール 書 鲁 # 参 籲

1453^ 12 12X4.008スチール

, 一
% -

155⑼ 12 12X4.008スチール 鲁

135/95尺 12 79/77しじ 12X4.008スチール
春

ランバース 
テー付車

泰

-------デイスクホイール

く参 考〉

12X4.00 8スチールホイール

8

八：リム直径—— 小304削!

3 :リム幅----------- 10211110

0:オフセット—— 45则1

〇 ： ？ 0 1)----------- 0 100111111
(ボルト穴ピッ チ円直径）

ぢ：’センタ穴直径- 中59111111
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タイヤるホイールースペアタイヤ，空気圧
镛

〔2〕スペアタイヤ

く変更内容〉 標準装着タイヤ仕様変更に伴い，スペアタイヤを変更する。

く仕様及び空気圧〉 ，、如ネヴ。マヵノ〜ハ允/-广チー上
()内は，スペアタイヤの空気圧を不す。

トラック バ ン ディアス

3504積車 3504積車 2004積車
キヤブレータ⑺八）車

30車
キヤブレータ⑺八）車

30車
0135

(0135のサンサン、
レレーフ車を除く]

左記以外
3 10 左記以外 屋。郵政 左記以外

5.00-12-6？11

(2,4^7〇1112)

1451112~6？11

(3,0は/。爪2)

145只12—6？只

(3.0は/。爪2)

5.00-12-61^

(3. 〇は/〇爪2)

1451112-6？ ^

(3,0^/0012)

1451112-6？！^

し丁
(3.0^/〇〇12)

145 3 1112 
(2為/。1X1”

155 3 1112
(2.2一八爪2)

ランバーステー付車
135/951112 79/771^1/1

(3.〇ね/⑽2)

〔3〕空気圧

く変更内容〉 標準装着タイヤ仕様変更に伴い，空気圧を変更する。

(は/。

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 3504積車
2^0及び 
4购

5.00-12-4卩只 1.8 2.2 1.8 2.4

1451112-6 1.8 2.2 2.2 3.0

ノゞ ン 3504積車
2仰及び 
4，

5.00-12~4？以6？尺 1.8 2.2 2.2 3.0

145只12-6 1.8 2.2 2.2 3.0

ディアス 2001<2積車
2*0及び 
4购

145 31112 2.0 2.0 2.2 2.2

15531112 1.8 2.0 2.0 2.2

フンバーステー付車 135/951112 79/771^1^ 1.8 2.2 2.0 3.0

く注記〉軽積載とは2名十1001^以下の時である。
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